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観察台とＢｓｃａｎの持ち方

【テーブル】

テーブルはひじ（肘）の高さくらいで、
安定してゆれの無いものを使用します。

観察者は被験者と向かい合います。

【Ｂｓｃａｎの持ち方】

観察者はＢｓｃａｎを軽く指で
つまむ様に持ちます。

肘から手の側面までをテーブル
に付けます。

※１．Ｂｓｃａｎを強く握ると
かえってブレてしまいます。

※２．Ｂｓｃａｎを指先に強く
押しつけると、正しい血流
が観察できません。


